
1

□
□ 有効性
■ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
■ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
■ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　施策番号900番、昨年度で廃止した事業、指定管理者制度導入施設の管理運営事業などの評価対象外事業はこちらに記入。

事業名 所管室課 事業名

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

所管室課

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

（千円）

※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

⑤

平成 30 年度

実施区分

⑥

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）

（千円）

※課題があるものは■

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

平成 30 年度

評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

事業名 所管室課

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

④ 緑化事業費積立事業 公園みどり室 公共施設等の緑化推進事業に充当する積立事業
市が独自に実施し
ている事務

（千円）

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

金融機関の預金利息や寄附金等の減少による、緑化推進基金自体の減少。
平成 30 年度

継続
85

※課題があるものは■

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

109
※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

② みどり普及・啓発事業

平成 30 年度

継続

実施区分

③ みどり政策事業 公園みどり室
緑地の保全、緑化の推進、都市公園の整備等のみどりのまちづくりに
係る調査・計画を行う。

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）

公園みどり室
市民がみどりのまちづくりに参加するきっかけづくりとして、みどりのま
ちづくり意識の啓発イベントを開催

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

203
※課題があるものは■

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

イベントを行うことが、市民によるみどりのまちづくり参加のきっかけづくりに繋
がっているのかが課題。

平成 30 年度 縮小又は
再構築な
ど

評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

各助成制度を運用等を通じて、市民と連携・協働によるみどりのまちづくりを推
進するものある。今後は、多様化する市民ニーズに対応し、利用しやすい・し
たくなる効果的な制度となるよう、みどりに関する様々な助成制度を総合的に
見直す必要がある。

平成 30 年度

継続（千円）

2,079
※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

① みどり推進事業 公園みどり室
助成を伴う制度（樹木等保護制度、みどりの協定制度、生垣等緑化
推進助成制度、大気浄化植樹助成制度、彩団地助成制度）の運用
し、市民との連携・協働によるみどりのまちづくりを推進する。

市が独自に実施し
ている事務

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 平成３０年度

施策コード 613 施策 みどりの保全と創出

管理事業　　　　　　　　　　　　　　緑化推進事業 1 枚のうち 枚目


